
MPV第二弾  DAY by  DAY 愛


◇ 概要

　Day By Day愛と言うのは、介護施設である。そこで行われる誕生会の様子を歌った。特に主人
公は昔ちょっとやんちゃだった女。ボケが進んでいるがやくざ（姉さん）感が半端ない。この女
性を中心に及びその周辺の人たちを織り交ぜながら描いた作品。


◇コンテの説明

　「」が歌詞


1  イントロから

「Day by day 愛  笑えるくらい

妖艶不敵なムード」


   窓が1つしかない薄暗い独房のような部屋で背中を見せて座っている女性。着物を着ていて、は
だけ気味。


2  「化粧のりとか気にしない

一心不乱でクール」

　女の横顔、きつね顔で、前に鏡台、不気味で下手な化粧をしている


3  「R18指定の天使　行こう　get up get up」

   介護士2人が、部屋の扉の鍵を開けて、女性に声をかける


　女、ゆっくり立ち上がつて、扉の方を振り返る


4  「Day by day 愛  辛気臭い

昭和歌謡ブルース」


  女、ホールのステージで、日本舞踊なものを踊っている。ステージの吊看板には「6月お誕生
会」

　※誕生会の始まり


5「帯がない　とか気にしない

肩甲骨にタトゥー」


  帯がないので、着物がはだけ、肩甲骨のタトゥーが見える


6 「謹慎明けてんこ盛りステージ

ハロー　メンバー　メンバー」


  着物が肌蹴って上半身が見えそうになったことに、興奮した施設の入居者たちが大歓声


　女不敵に笑ってウィンクする


　入居者の1人が自分のパンタロン脱いで、舞台に放り投げる




7「蒸れるパンタロンを首に巻いて

ストップbreakingMy Heart」　


　パンタロンを受け取った女は、それを首に巻く。そして右手を突き出しバイバイバイのポーズ


8「精一杯目一杯の至近距離」

   入居者たちがどんどん舞台に近寄っていく


9 「Day by day愛　shadow and light

タッチできそうでスルー」


　光と影のスポットライトの中、女のストリップ風のステージでの舞が続き、入居者の男性たち
はかぶりつくように眺める


　女が股間をどんどん広げてまさにストリップ


10 「めんどくさいとは思わない必要悪でシュール」

　施設の職員たちが、女のショーを止めるべきかどうか、慌てふためいている


11 「意味深さにあふれるステージ

　　行こう　take ワン take ワン」　

　女の艶めかしい顔の表情アップ


12「セルフ介護サロンで　くだを巻いて

ストップBreaking my heart」

　（場面が変わり）

　談話室のようなところ、老人が老人を世話するという場所で、十数名集まりそれぞれ好き放題
にしゃべっている


13「つま先から床一面の失禁中失禁中失禁中」

　それぞれの老人たちの足元からおしっこが流れ出す


14「誕生会で胸のすく演技、

過去に埋没美人美少年」

（元のステージに戻る）

　少年少女の格好をした老男女が、公園風のセットで、ブランコに座って見つめ合っている


15「メンチ切ったはったでブランコ」

　二人は口論になり、ブランコを激しく動かす


16「空中で関節技」

　二人は空中へ飛び出して絡み合い卍固め（音楽に合わせてブレイク）

 ✳︎誕生会の余興が、これで終了


17 「おー　じやらりん」




　観客席からご祝儀の小銭がステージに投げられる（音楽に合わせてパッと）


18「って、小銭ばかりなの？ギャラよ、スポンサー」

　冒頭の女性がマイク片手にステージに登場し、怒り顔で、観客席後方に文句を言っている


19「（演奏のみ）」

　ダメダメと手をふりふり、と「ないない」と言い合って（ステージに）移動を始める介護職員た
ち


19「ちょっと、おだまり！　いつもお下がりなの？ギャラよ、スポンサー」

　ステージの女性、自分の着物の胸元を引っ張りながらマイクに叫ぶ


20 「（演奏のみ）」

   女性、介護職員たちにステージから連れ去られる。


　（阿波踊りの演奏に合わせて）老人たちや介護職員がステージに踊り込んで来てグランドフィ
ナーレ　

　画像（カメラ）は引いていき、最後に施設の外観（二階建ての鉄筋コンクリート造り）、屋上
の看板に施設名「Day by day愛」、そしてその四方を取り囲む（刑務所らしい）壁と鉄条網


フェイドアウト



